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ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
ご
み
の

焼
却
に
よ
り
生
じ
る
熱
を
利
用
し
て

発
電
を
行
い
、
そ
の
余
剰
電
力
を
売

却
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
の
電

力
の
売
却
先
は
日
本
ロ
ジ
テ
ッ
ク
協

同
組
合(

以
下「
日
本
ロ
ジ
テ
ッ
ク
」

と
し
ま
す
。)

で
し
た
が
、
日
本
ロ
ジ

テ
ッ
ク
は
、
27
年
10
月
分
以
降
の
本

市
へ
の
電
力
量
料
金
の
支
払
い
が
滞

っ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
28
年
4
月

以
降
の
電
力
事
業
か
ら
撤
退
す
る
と

の
報
道
が
な
さ
れ
た
た
め
、
28
年
3

月
8
日
、
市
は
日
本
ロ
ジ
テ
ッ
ク
と

の
売
電
契
約
を
解
除
し
ま
し
た
。
本

市
に
対
す
る
未
納
額
は
最
終
的
に
約

2
億
円
に
上
り
、
千
葉
市
な
ど
他
の

自
治
体
で
も
同
様
の
状
況
と
の
新
聞

報
道
も
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
は
、
こ
の
こ
と
を
重
く
み
て
、

本
件
に
関
す
る
契
約
の
状
況
に
つ
い

て
報
告
を
求
め
る
こ
と
を
付
議
事
件

と
す
る
臨
時
会
の
招
集
を
市
長
に
請

求
し
、
4
月
22
日
に
開
か
れ
た
4
月

臨
時
会
の
本
会
議
に
お
い
て
、
日
本

ロ
ジ
テ
ッ
ク
と
の
契
約
の
状
況
に
つ

い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
を
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。
議
決
を
受
け
、

市
長
は
同
日
、
本
件
に
関
す
る
行
政

報
告
を
行
い
、
議
員
か
ら
は
こ
れ
に

対
す
る
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆

【
行
政
報
告
の
概
要
】

　
本
件
に
関
し
て
は
、
市
民
の
皆
様

を
は
じ
め
議
員
各
位
に
多
大
な
心
配

を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
余
剰
電
力

の
売
却
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度

ま
で
東
京
電
力
株
式
会
社
と
随
意
契

約
を
締
結
し
て
い
た
が
、
電
力
の
一

部
自
由
化
に
よ
る
他
市
の
動
向
も
踏

ま
え
、
26
年
度
の
契
約
か
ら
一
般
競

争
入
札
に
よ
り
電
気
事
業
者
を
決
定

し
て
契
約
を
締
結
し
、
対
前
年
度
で

約
1
億
9　0　0　0
万
円
の
増
収
と
な

っ
た
。
そ
こ
で
、
27
年
度
の
契
約
に

つ
い
て
も
一
般
競
争
入
札
を
行
っ
た

結
果
、
他
の
自
治
体
で
も
実
績
の
あ

る
日
本
ロ
ジ
テ
ッ
ク
が
落
札
し
、
こ

れ
と
契
約
を
締
結
し
た
。

　
日
本
ロ
ジ
テ
ッ
ク
か
ら
は
、
電
力

量
料
金
と
し
て
27
年
4
月
分
か
ら
9

月
分
ま
で
の
計
約
2
億
4　0　0　0
万

円
の
支
払
い
を
受
け
た
が
、
10
月
分

以
降
の
支
払
い
は
滞
っ
て
お
り
、
複

数
回
に
わ
た
っ
て
催
促
を
し
た
も
の

の
、
未
払
い
の
状
態
が
続
い
て
い
た
。

28
年
2
月
24
日
、
日
本
ロ
ジ
テ
ッ
ク

が
同
年
4
月
以
降
の
電
力
事
業
か
ら

撤
退
す
る
と
の
新
聞
報
道
を
受
け
、

市
は
日
本
ロ
ジ
テ
ッ
ク
と
の
3
月
9

日
以
降
の
契
約
を
解
除
、
千
葉
市
な

ど
他
の
自
治
体
も
同
時
期
に
契
約
を

解
除
し
た
。

　
4
月
15
日
、
日
本
ロ
ジ
テ
ッ
ク
は

東
京
地
方
裁
判
所
に
破
産
手
続
開
始

の
申
立
て
を
行
い
、
同
日
、
破
産
手

続
開
始
決
定
を
受
け
た
。
日
本
ロ
ジ

テ
ッ
ク
の
28
年
3
月
末
現
在
に
お
け

る
負
債
総
額
は
約
1　6　3
億
円
、
本

市
の
債
権
額
は
27
年
10
月
分
か
ら
28

年
3
月
分
ま
で
の
電
力
量
料
金
約
2

億
円
に
遅
延
損
害
金
な
ど
を
加
え
た

額
と
な
る
。
市
は
今
後
、
破
産
手
続

に
参
加
し
、
債
権
者
と
し
て
必
要
な

行
為
を
し
て
い
く
。

　
今
後
は
、
入
札
参
加
資
格
の
設
定

に
お
い
て
責
任
を
も
っ
て
料
金
を
確

実
に
支
払
う
事
業
者
を
選
定
で
き
る

よ
う
に
す
る
と
共
に
、
履
行
状
況
の

確
認
等
を
適
正
に
行
い
、
再
び
こ
の

よ
う
な
事
態
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し

て
い
く
。◆

　
　
　
◆
　
　
　
◆

【
主
な
質
疑
】

問
　
契
約
の
締
結
に
当
た
っ
て
は
、

入
札
に
参
加
す
る
事
業
者
の
与
信
管

理
が
重
要
で
あ
る
。
本
件
契
約
に
お

い
て
、
取
引
先
に
関
す
る
情
報
収
集

や
分
析
、
信
用
力
の
評
価
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
き
た
の
か
。

答
　
本
件
契
約
に
当
た
っ
て
は
、
電

気
事
業
者
と
し
て
の
届
け
出
を
行
っ

た
者
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
に
対

す
る
電
力
購
入
等
の
実
績
が
あ
る
者

等
の
入
札
参
加
資
格
の
要
件
を
定
め

て
い
た
。
入
札
参
加
適
格
者
名
簿
へ

の
登
載
に
当
た
っ
て
は
、
財
務
諸
表

の
提
出
を
求
め
て
お
り
、
入
札
時
点

　
4
月
臨
時
会
で
は
こ
の
他
、
議
員

か
ら
、
急
施
事
件
と
し
て
発
議
2
件

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
保
育
園
整
備
を
着
実

に
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
決

議
案
は
、
去
る
4
月
11
日
に
行
わ
れ

た
定
例
記
者
会
見
で
明
ら
か
と
な
り
、

全
国
的
な
ニ
ュ
ー
ス
に
発
展
し
た
保

育
園
の
整
備
計
画
を
断
念
し
た
件
を

教
訓
と
し
て
、
今
後
近
隣
住
民
へ
の

説
明
を
速
や
か
か
つ
丁
寧
に
行
う
こ

と
等
を
要
望
す
る
も
の
で
、
議
会
は

で
は
資
格
あ
り
と
認
識
し
て
い
た
。

問
　
売
電
契
約
に
つ
い
て
は
、
他
市

の
動
き
も
踏
ま
え
、
平
成
26
年
度
か

ら
特
定
規
模
電
気
事
業
者
も
対
象
者

と
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
他
で
や
っ

て
い
る
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

市
と
し
て
自
主
的
に
判
断
し
た
の
か
。

答
　
電
力
の
一
部
自
由
化
に
よ
り
、

特
定
規
模
電
気
事
業
者
に
も
電
力
を

売
却
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
市
と
し
て
も
、
1
円

で
も
高
い
収
入
を
得
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
入
札
で
行
う
こ
と
を
自
主
的

に
判
断
し
た
。

問
　
破
産
手
続
が
開
始
さ
れ
た
が
、

債
権
回
収
の
見
通
し
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

答
　
破
産
管
財
人
の
下
で
手
続
が
進

む
中
で
、
配
当
す
べ
き
財
産
が
あ
れ

ば
こ
れ
を
受
け
ら
れ
る
と
思
う
が
、

負
債
額
を
み
る
と
、
今
の
と
こ
ろ
ど

れ
ほ
ど
の
配
当
が
あ
る
か
は
不
明
で

あ
る
。
市
と
し
て
は
債
権
者
と
し
て

必
要
な
行
為
を
し
て
い
く
。

問
　
今
回
の
反
省
を
踏
ま
え
、
今
後

ど
の
よ
う
な
改
善
を
図
る
の
か
。

答
　
28
年
度
の
契
約
で
は
、
売
電
料

金
の
支
払
い
遅
滞
を
生
じ
さ
せ
た
こ

と
が
な
い
者
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
公
表
措
置

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
者
と
い
う
要

件
を
加
え
、
入
札
参
加
資
格
を
厳
し

く
し
た
。

こ
れ
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
増
田
好
秀
議
員
に
対
す
る

問
責
決
議
案
は
、
去
る
2
月
定
例
会

最
終
日
に
、
同
議
員
が
質
疑
及
び
討

論
の
際
に
侮
辱
的
あ
る
い
は
不
穏
当

な
発
言
を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
謝

罪
の
上
猛
省
の
意
を
表
す
る
こ
と
を

求
め
る
も
の
で
、
議
会
は
こ
れ
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
可
決
後
、

増
田
議
員
は
同
日
の
本
会
議
に
お
い

て
謝
罪
し
ま
し
た
。

■請願・陳情の審査
・　請願は、国や自治体に意見や要望を述べることです。請願権
は何人にも認められる憲法上の権利です。
請願は、議員の紹介により、書面で行います。

　受理された請願は、まず、内容を所管する委員会で審査しま
す。委員会での審査の結果は本会議に報告された後、表決で採
択・不採択の結果が確定します。審査の結果は市議会ホームペ
ージに掲載します。
・　陳情は、一定の事項について、利害関係のある人が実情を訴
え、相当の対応を求める事実上の行為です。

　　陳情は請願と異なり、議員の紹介は必要ありません。また、
受理された陳情は、各会派に参考配付します。

■提出のしかたと時期
・　請願・陳情は、議長宛ての書面に、①請願・陳情の内容、②
提出日、③提出者の住所・氏名、④連絡先電話番号、を記載し
て、議会事務局に提出します（請願には⑤紹介議員の署名また
は記名押印も必要です）。提出は直接持参のほか、郵送でも結
構です。
・　氏名には押印が必要です。また、署名簿がある場合は、署名
者の住所・氏名・押印がそれぞれ必要です。
・　請願・陳情はいつでも提出できます。なお、請願については、
定例会招集告示日（ 2月定例会では開会日）の翌々日の午後 5
時までに受理したものを、当該会期中に委員会に付託して審査
します（それ以降に受理した請願は、次の定例会で審査します）。
※告示日については議会事務局へお問い合わせ下さい。

行徳臨海部特別委員会の委員構成に変更がありました。
委員会の構成は右のとおりです。（平成28年 6 月17日現在）

委 員 長　松井　　努　 　副委員長　西村　　敦
委　　員　西牟田　勲　 　中村よしお　 　鈴木　雅斗　 　青山　博一　 　廣田　德子
　　　　　田中幸太郎　 　越川　雅史　 　増田　好秀　 　荒木　詩郎

請
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・
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の
出
し
方

行徳臨海部特別委員会の委員構成

４
月
臨
時
会

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
余
剰
電
力
売
却

契
約
に
関
す
る
行
政
報
告
と
主
な
質
疑

保
育
園
整
備
の
着
実
な
実
施
を
求
め
る

決
議
・
問
責
決
議
の
発
議
２
件
を
可
決

○○○に関する陳情 

〔陳情内容要旨〕 

〔提出日〕 

〔提出者住所〕 

〔提出者氏名〕㊞ 

市川市議会議長 

○○○○様 

○○○に関する請願 

〔請願内容要旨〕 

〔提出日〕 

〔提出者住所〕 

〔提出者氏名〕㊞ 

市川市議会議長 

○○○○様 

○○○に関する請願 

〔紹介議員氏名〕 

署名または 

記名押印 

○○○に関する陳情 

＜請願書の記載例＞      ＜陳情書の記載例＞ 

（表 紙）

（内 容）

（表 紙）

（内 容）

市
川
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー


